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は じ め に

静岡県南アルプスの亜高山から高山には，トガ

リネズミ属 Sorexが生息している（三宅，2005；鳥

居，1989）．本州に生息するトガリネズミ属の外部

寄生虫に関して，シントウトガリネズミではいく

つかの報告例があるが（坂口，1958；内川，1971；

Fain et al.，1974；Ono and Uchikawa，1975；

Takahashi and Sekine, 1982；藤本ほか，1986），静

岡県では報告がない．また，アズミトガリネズミ

では，外部寄生虫の報告がまったくない．そこで，

2009 年から 2014 年までの期間に実施された調査で

得られたトガリネズミ属 30 頭の体表に付いている

外部寄生虫を調べたところ，ダニ目Acari（以下，

ダニ）が 14 種 42 個体採取されたので報告する．

なお，本稿で報告する標本は全てふじのくに地球

環境史ミュージアムに所蔵されている．また，本稿

で扱ったトガリネズミ属は，本誌の「静岡県南アル

プスにおけるトガリネズミ属」に掲載されている標

本と同一のものであるため，各トガリネズミ属の識

別番号はそれに従って記載した．

材料と方法

2009 年から 2014 年におこなった，静岡県レッド

データブック哺乳類調査より得られたトガリネズミ

属 30 頭（シントウトガリネズミが 22 頭，アズミト

ガリネズミが 7頭，トガリネズミ属の一種が 1頭）

を対象として，ダニを採取した．トガリネズミ属

の採集地は静岡県南アルプスの三伏峠（標高 2,600 

m），千枚岳（標高 2,400 m），伝付峠（標高 2,000 m），

山伏岳（標高 1,800 m）の 4地点である．

ダニを採取した時点でのトガリネズミ属はそれぞ

れ，捕獲後すぐのものや捕獲後冷凍保存されたもの，

液浸，仮剥製の状態であった．このとき，体表だけ

でなく，捕獲した罠や捕獲後に入れられていた袋，

液浸標本の薬液がある場合は，それらも調査対象と

した．

ダニの採取方法は，宿主の体毛をピンセットでか

き分けながら，肉眼により識別し，採取した．また，

採取したダニは乾燥すると破損しやすいため，直ち

に 70％エタノールで固定した．大きさが 1 mm程

度の大型のダニはスライドガラスに乗せて顕微鏡下

で観察し，それ以下の小型のダニはAquatex（メ

ルク社）で封入してから顕微鏡下で観察した．ダニ

の同定は主に，佐々・青木（1977），江原（1980），

高田（1990），藤田・高田（2007）に従った． 

同定を終えたダニは，顕微鏡（OLYMPUS, CX41N

－31）に取り付けたデジタルカメラ（OLYMPUS, 

E420）で撮影した．また，撮影した画像ファイル

をAdobe Photoshop Elements 6.0 に取り込み，サ
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静岡県南アルプスのトガリネズミ属から得たダニ目

表 1 ダニ目の有無を調べたトガリネズミ属

表 2 ダニ目の同定結果



－10－

高田　歩・佐々木彰央

－11－

静岡県南アルプスのトガリネズミ属から得たダニ目

図 1 トガリネズミ属から得たダニ目（黒色バーは 100μmを示す）
 A：ヤドリダニ団の一種 Gamasina sp. （♀） ，B：カザリダニ科の一種 Ameroseiidae sp. （♀） ，C：モグラアシブト

ダニ Hirstionyssus talpae （♀） ，D：ヤマトマダニ Ixodes ovatus （Larva），E：タネガタマダニ I. nipponensis （Larva），
F：シュルツェマダニ Ixodes persulcatus （Larva），G：ヒナダニ科の一種 Pygmephoridae sp. type 1 （♀），H：ヒナ
ダニ科の一種 Pygmephoridae sp. type 2 （♀），I：トガリネズミマルケモチダニ Protomyobia nipponensis （♂），J：
トガリネズミマルケモチダニ P. nipponensis （♀），K：トガリネズミナガケモチダニ Amorphacarus alpinus （♂），L：
トガリネズミナガケモチダニ A. alpinus （♀），M：Dermacarus hypudaei の一亜種 D. hypudaei  subsp. （Hypopus），N：
ヒゲダニ科の一種 Anoetidae sp. type1 （Hypopus），O：ヒゲダニ科の一種 Anoetidae sp. type 2 （Hypopus），P：ト
ガリネズミナガケモチダニ A. alpinus （Deutonymph）, Q：ツツガムシ族の一種 Trombiculini sp. （Larva） 
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イズを計測した．これには，あらかじめ同条件で撮

影しておいたスケールを用いた．

結果と考察

調べたトガリネズミ属 30 頭のうち，8 頭からダ

ニが得られた（表 1）．その内訳は，シントウトガ

リネズミ 22 頭中 5 頭，アズミトガリネズミ 7頭中

2 頭，トガリネズミ属の一種 1頭中 1 頭であった．

ダニが得られたトガリネズミ属の性別は♂ 4頭，♀

4頭であった．

ダニを採取した時点でのトガリネズミ属の状態

は，99％エタノールの液浸が 12 頭，仮剥製が 11 頭，

冷凍が4頭，捕獲後当日中が3頭であった．このうち，

仮剥製からはダニを得ることができなかった．これ

は，仮剥製の作製時にダニが落ちてしまったためで

あると思われる．

同定の結果，ダニは 14 種 42 個体であった（表 2）．

それぞれの同定理由については，以下に示した． 

シントウトガリネズミに付着していたダニ

１．ヤドリダニ団の一種 Gamasina sp. （♀：n＝ 1）

頭・胸・腹部は癒合して胴体部となり，顎体部が

胴体部前端に生じるため，ダニ目に属することが確

認できた．第Ⅲ～Ⅳ脚基節の間に気門が開口し，周

気管が第Ⅰ脚基節付近にまで伸びていたため，中気

門亜目の一種であると確認できた．胴体部のみの体

長は 368μmであり，体幅は 210μmであった（図

1－A）．背板は 1枚で，網目状模様に覆われていた．

封入後の状態が悪いため，不明瞭な部分もあったが，

胴背毛は少なくとも 36 対確認できた．胸板毛は胸

板に 3対，後胸板に 1対あった．生殖板はおの形で，

後縁はやや円みをおびていた．肛板は卵円形で，肛

門は肛板のおよそ 3分の 1の面積を占めるほど大き

かった．肛板の剛毛は，側肛毛が 1対，後肛毛が 1

本であった．また，生殖板と肛板の間に，5対の剛

毛がみられた．

本個体は，肛板が卵円形で，肛門のサイズがかな

り大きいことが特徴的であったため，ヤドリダニ団

マヨイダニ科Ascidae の Proctolaelaps属によく似

ているように思われた．しかし，本属の既知種はど

れも胴背毛を 40 対以上持つという点で異なると考

えた．また，同定ポイントとされる触肢末節の爪と

顎体部の小角が本個体において確認できなかったた

め，同定はヤドリダニ団までにとどめた．

２．カザリダニ科の一種 Ameroseiidae sp. （♀：n＝2）

第Ⅲ～Ⅳ脚基節の間に気門が開口し，周気管が第

Ⅰ脚基節付近にまで伸びていた．顎体部を除いた体

長は 455 ～ 456μm，体幅は 295 ～ 297μmであっ

た（図 1－B）．体色は淡褐色で，背板全体が網目状

模様に覆われていた．また，胴背毛は 29 対あり，

背板後端側ではわずかに細い枝毛があった．背板最

前縁の背毛（頂毛）は短く，明らかな枝毛があった．

胸板は生殖板と分かれており，2個体とも♀である

と思われた．胸板には 2対の単純毛をもち，生殖板

には 1対の単純毛があった．腹後板の後部側方には

長い単純毛があった．鋏角の固定指は 3本の歯をも

ち，可動指は無歯であった．江原（1980）では，こ

れら特徴をすべて具えた種の記載がみられなかった

ため，カザリダニ科の一種との同定にとどめた．

補足として明記するが，カザリダニ科に属する他

の種には，昆虫に便乗するものや，落葉腐植層で自

由生活をおこなうものがいる．今回，本種がシント

ウトガリネズミの体表にみられたことは，これが外

部寄生していたためか否かは不明である．ただし，

本種には他の動物寄生性ダニに見られるような，把

握器や爪間体，発達したフック状の爪などがない．

このため，本種がシントウトガリネズミから得られ

たことは偶発的だった可能性がある．

３．モグラアシブトダニ Hirstionyssus talpae （♀：n＝4）

顎体部を除いた体長は 493 ～ 542μm，体幅は

301 ～ 322μmであった（図 1－C）．気門は第Ⅲ～

Ⅳ脚基節間に開口し，周気管は顎体基部付近にまで

伸長し，背面側から確認できた．第Ⅰ～Ⅳ脚末節に

2対の爪を持ち，第Ⅰ～Ⅳ脚基節腹面の棘の数が 0

－1－2－1 であった．第Ⅱ脚基節腹面前方の毛は肥厚

して短く，突起のようにみえた．背板は第Ⅳ脚後方

あたりから細まるが，先は円かった．胸板に 3対の

毛をもち，胸板後縁が湾入していた．生殖板と腹板

は癒合し，生殖腹板を形成しており，後縁は円かっ

た．胸板と生殖腹板の間に 1対の毛があった．肛板

は円形で，側肛毛が 1対，後肛毛が 1本あった．

本種は，北海道と本州のトガリネズミ類に寄生す

ることが知られており（江原，1980），今回もその

1例となったと思われる．
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４．ヤマトマダニ Ixodes ovatus （Larva：n＝ 8）

脚は 3対であった．背板は胴体部前方の一部のみ

覆っており，角化が強かった．顎体部を除いた体長

は564～835μm，体幅は400～547μmであった（図

1－D）．触肢は棍棒状で短く，口下片に逆行する歯

列をもっていた．第Ⅰ～Ⅲ脚末節は2対の爪を有し，

間に厚い爪間体があった．胴体部背面の剛毛は，背

縁毛が 8対，胴背中央毛が 5対，副毛が 1対であっ

た．胴背毛と背板毛の長さは同程度で，触肢基節の

内・外縁に突起があった．口下片の先端は円く，歯

式は2/2であった．各歯列の歯数は1列目に6～9本，

2列目に 6～ 9本であった．

５．タネガタマダニ Ixodes nipponensis （Larva：n＝1）

脚は 3対であった．背板は胴体部前方の一部のみ

覆っており，角化が強かった．顎体部を除いた体長

は 1029μm，体幅は 740μmであったが，これは吸

血し，肥大化したときのサイズである（図 1－E）．

触肢は棍棒状で長く，口下片に逆行する歯列をもっ

ていた．第Ⅰ～Ⅲ脚末節は 2対の爪を有し，間に厚

い爪間体があった．胴部背面の剛毛は，背縁毛が 7

対，胴背中央毛が 4対，副毛が 1対であった．胴背

毛は背板毛よりも長かった．口下片の先端は円く，

歯式は3/3であった．各歯列の歯数は1列目に11本，

2列目に 10 本，3列目に 5本であった．また，第Ⅰ

脚基節腹面の内棘は短かった．

６．シュルツェマダニ Ixodes persulcatus （Larva：n＝4）

脚は 3対であった．背板は胴体部前方の一部のみ

覆っており，角化が強かった．顎体部を除いた体長

は643～752μm，体幅は448～592μmであった（図

1－F）．触肢は棍棒状で長く，口下片に逆行する歯

列をもっていた．第Ⅰ～Ⅲ脚末節は2対の爪を有し，

間に厚く幅広い爪間体があった．胴部背面の剛毛は，

背縁毛が 7対，胴背中央毛が 4対，副毛が 1対であっ

た．胴背毛と背板毛の長さは同程度であった．口下

片の先端は円く，歯式は 3/3 であった．各歯列の歯

数は 1列目に 10 本，2列目に 8本，3列目に 4本で

あった．

７．ヒナダニ科の一種 Pygmephoridae sp. type 1

（♀：n＝ 1）

体長（顎体部前端から胴体部後端）は 386μm，

体幅は 160μmであった（図 1－G）．前胴体部と後

胴体部とが明瞭に分かれ，前胴体部は後胴体部より

も幅が狭かった．背板は点刻模様に覆われていた．

前胴体部に気門があり，その近くに，外側に伸びる

棍棒状の感覚毛があった．顎体部は円く，前方に突

出していた．第Ⅰ脚の脛・末節は太く大きなハサミ

状となっていた．固定指と可動指は閉じたときに先

が一致していた．第Ⅱ～Ⅳ脚は爪が 2対あり，第Ⅱ・

Ⅲ脚の爪は対向していた．また，第Ⅱ・Ⅲ脚の爪の

間に，うちわ状の爪間体がみられた．

ヒナダニ科は，これまでほとんど雌個体しか知ら

れておらず，本個体も，江原（1980）に掲載されて

いる数種と著しい違いがみられなかったため，雌個

体であると考えられた．しかし，種の同定には，さ

らなる情報の収集が必要と考え，ヒナダニ科までに

とどめた．なお，本個体と同科のダニがもう 1個体

得られ，その個体とは別種であると考えたため，本

個体をヒナダニ科の一種 type 1 とした．

８．ヒナダニ科の一種 Pygmephoridae sp. type 2

（♀：n＝ 1）

体長（顎体部前端から胴体部後端）は 291μm，

体幅は 167μmであった（図 1－H）．前胴体部と後

胴体部とが明瞭に分かれ，前胴体部は後胴体部より

も幅が狭かった．前胴体部に気門があり，その近く

に，外側に伸びる紡錘形の感覚毛があった．第Ⅰ脚

はフック状の爪を 1対もち，第Ⅱ・Ⅲ脚の爪は対向

する 2対の爪，第Ⅳ脚は常形の 2対の爪をもってい

た．また，第Ⅱ・Ⅲ脚の爪の間に，へら状の爪間体

がみられた．

本個体も，江原（1980）に掲載されている数種と

著しい違いがみられなかったため，雌個体であると

考えられた．しかし，種の同定には，さらなる情報

の収集が必要と考え，本個体もヒナダニ科までにと

どめた．なお，type 1 との違いは，第Ⅰ脚の形状

が全く異なることや顎体部が前方に突出していない

ことから明らかであった．

９．トガリネズミマルケモチダニ Protomyobia 

nipponensis （♂，♀：n＝ 5）

♂（n＝ 1）：顎体部を含む体長は 278μmであっ

た（図 1－I）．第Ⅰ～Ⅳ脚の基節は胴体部に埋没し

ていた．第Ⅰ脚は左右相称であり，第Ⅱ～Ⅳ脚の爪

式は 2－1－1 であった．第 2 基節域に 3 対の剛毛を

もち，内側肩甲剛毛の基部は外側肩甲剛毛の基部よ
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りも前方に位置していた．

♀（n＝ 4）：顎体部を含む体長は 344 ～ 448μm

であった（図 1－J）．第Ⅰ～Ⅳ脚の基節は胴体部に

埋没していた．第Ⅰ脚は左右相称であり，第Ⅱ～Ⅳ

脚の爪式は 2－1－1 であった．第 2 基節域に 3 対の

剛毛をもち，背剛毛 d1 と d2 のそれぞれの長さは

13μm以下であった．

10．トガリネズミナガケモチダニ Amorphacarus 

alpinus （♂，♀：n＝ 5）

♂（n＝ 2）：顎体部を含む体長は 374 ～ 400μm

であった（図 1－K）．第Ⅰ～Ⅳ脚の基節は胴体部に

埋没しており，第Ⅰ脚は左右不相称となっていた．

陰茎は，長く渦巻き状に 2 回転していた．背剛毛

d1 の長さは約 50μmであった．

♀（n＝ 3）：顎体部を含む体長は 378 ～ 486μm

であった（図 1－L）．第Ⅰ～Ⅳ脚の基節は胴体部に

埋没しており，第Ⅰ脚は左右不相称となっていた．

♀の背剛毛 d1 から d2 の距離は，d2 から d3 の距

離の 1.5 倍以上離れていた．

11．Dermacarus hypudaei の一亜種 Dermacarus 

hypudaei subsp.（Hypopus：n ＝ 1）

脚は 4対みられた．体長（前端から後端）は 405

μmであった（図 1－M）．気門や周気管はまったく

確認できないため，無気門亜目に属することがわ

かった．

本個体は，胴体部背面の第Ⅱ脚基部直後に，前後

に分かつような浅い線があり，前縁は三角形であっ

た．胴体部後端は円く湾入しており，背・腹面後縁

に 1対の剛毛がみられた．口器と触肢は，前方に突

出して癒合し，退化しているように思われた．第Ⅰ

～Ⅳ脚は，基節が体中に埋没して基節板をなし，第

Ⅰ脚基節板は癒合してY字状となり，すべての基

節板後縁は開放されていた．脚の可動部は全 5節に

分かれ，末節にいくほど細くなっていた．第Ⅰ～Ⅲ

脚末節はそれぞれ同程度の長さのフック状の爪を 1

対もつが，第Ⅳ脚の爪はとりわけ小さかった．また，

第Ⅳ脚末節は細長く伸長し，糸状となっていた．胴

体部後方腹面には，吸溝と思われるクチクラの厚い

構造があった．吸溝を透かした先に，把握器が 2対

あり，後方の把握器は棍棒状で 9本の横筋が確認で

きた．胴体部腹面に不完全な生殖孔があり，生殖吸

盤はうっすらと 2対あるように思われた．また，後

方の生殖吸盤には剛毛が 1対生えていた．これらの

特徴を具えるものとしてニクダニ科Glycyphagidae

のヒポプス期が考えられた．

ニクダニ科には，一般に知られているような，屋

内の埃中にみられるもののほか，動物に便乗寄生を

おこなうものがいる（佐々，1975）．また，佐 （々1954）

は日本の野ネズミに無気門亜目のヒポプス期が多

く見出されることを述べている．Fain et al.（1974）

は，D. hypudaei japonicusのヒポプス期が長野県

白馬村のシントウトガリネズミより採集されたこと

を記載している．そこで，本亜種の原記載（Fain，

1969）を確認したところ，その図版と本個体とが，

剛毛の有無や背板の模様などにおいて，やや異なっ

ているように思われた．しかし，Whitaker（1982）

の検索表を用いると，本個体は D. hypudaeiとなる

ため，今回はここまでの同定にとどめた．本個体の

詳細な同定にはさらなる情報収集とタイプ標本の確

認が必要と思われる．

12．ヒゲダニ科の一種 Anoetidae sp. type 1

（Hypopus：n ＝ 1）

脚は 4対みられ，背板は前後に分かれていた．気

門や周気管はみられなかったため，無気門亜目であ

ることがわかった．体長は 160μm，体幅は 115μ

mであった．（図 1－N）

口器は退化的で，腹面にあり，前方に突出してい

た．その先端には，ヒゲ状の突起が外方に向かって

2本生えていた．第Ⅰ脚脛節には末節と同程度の長

さの剛毛があった．各脚の基節は体中に埋没して基

節板をなし，胴体部後方の腹面には大小さまざまな

円形の吸盤が多数確認できた．

口器のヒゲ状突起や胴体部後方腹面に吸盤がみら

れることは，ヒゲダニ科のヒポプス期の特徴である．

本科のダニについては，日本での記録が少なく，同

定にはさらなる検討を要するため，今回は科までの

同定にとどめることとした．本個体を type1 とした

のは，アズミトガリネズミから，おそらくこれとは

別種のヒゲダニ科のダニが得られたためである．本

個体との違いについては，type2 の項目に明記した．

ヒゲダニ科のヒポプス期は，日本での哺乳類へ

の便乗寄生の記録は不明であるが，海外では Sorex 

cinereusや Sorex longirostrisから得られたとの記

録がある（French，1982）．このため，本個体も宿

主に対し便乗寄生をおこなっていた可能性がある．
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アズミトガリネズミに付着していたダニ

１．モグラアシブトダニ Hirstionyssus talpae（♀：

n＝ 1）

顎体部を除いた体長は 491μm，体幅は 305μm

であった．形態的特徴から，前述したアシブトダニ

属♀個体と同一種であると考えられた．

２．ヒゲダニ科の一種 Anoetidae sp. type 2

（Hypopus：n ＝ 1）

脚は 4対みられ，背板は前後に分かれていた．気

門や周気管はみられなかったため，無気門亜目であ

ることがわかった．体長（胴体部前端から後端）は

228μmであり，体幅は 173μmであった（図 1－O）．

本個体は前述の，ヒゲダニ科の一種 type 1 と同様

に，各脚の基節は体中に埋没して基節板をなしてお

り，口器にヒゲ状突起がみられ，胴体部後方腹面に

吸盤があったことなどからヒゲダニ科であることが

わかった．

本個体と type 1 との明らかな違いは，その大き

さと，胴体部後端の剛毛が type 1 では 2 対もつの

に対し，type 2 では 1 対となっていたことである．

このため type 1 と類別して，本個体を type 2 と表

記した．

トガリネズミ属の一種に付着していたダニ

１．トガリネズミマルケモチダニ Protomyobia 

nipponensis（♀：n＝ 2）

顎体部を含む体長は 318 ～ 370μm，体幅は 200

～ 224μmであった．このほか，前述した本種♀個

体の同定理由に同じである．

２．トガリネズミナガケモチダニ Amorphacarus 

alpinus （Deutonymph，♂：n＝ 3）

Deutonymph（第 2 若虫）（n＝ 1）：顎体部を含

む体長は 294μm，第Ⅰ脚を含む体長は 148μmで

あった（図 1－P）．また，第Ⅰ～Ⅳ脚の基節は胴体

部に埋没しており，第Ⅰ脚が左右不相称となってい

たことから，Amorphacarus属であると思われた．

Amorphacarus属は幼若期に関する記載がほとん

どなく，A. yezoensisのみ全発育期が記載されてい

る（Lukoschus et al., 1985）．そのため，本個体の

同定はこれを参考とした．

ケモチダニ類は，終生寄生という性質をもつこ

とが知られている．このため，本個体は，同一宿

主個体から得られた A. alpinusの♂個体と同一種

であると思われた．また，本個体の発育期は，A. 

yezoensisにおいて最も判別が明瞭な，第Ⅱ～Ⅳ脚

転節の剛毛の有無により判別した．A. yezoensisの

第 1若虫では，それぞれの転節に剛毛はなく，第 2

若虫では第Ⅱ・Ⅲ脚にのみ剛毛がある．第 3若虫で

は，すべての転節に剛毛が生えている．本個体では，

A. yezoensisの第 2若虫と同様に，第Ⅱ・Ⅲ脚にの

み剛毛がみられた．

本個体は，A. yezoensis第 2若虫の全体的な外部

形態は似ていたが，次の点で別種であることが確認

できた．それは，本個体が A. yezoensisよりも明ら

かに体長が小さいこと，胴体部背面後方の肛門周辺

の剛毛の数が本個体では 1対多いことである． 

♂（n＝ 2）：顎体部を含む体長は 358 ～ 370μm，

体幅は 128 ～ 134μmであった．このほか，前述し

た本種♂個体の同定理由に同じである．

３．ツツガムシ族の一種 Trombiculini sp. （Larva：

n＝ 1）

胴体部後端から触肢先端までの体長は310μmで

あった．歩脚は3対であった（図1－Q）．触肢は円錐

形であり，先端に太い爪がみられた．鋏角は刃状で

あり，基部のガレア毛は単条であった．胴体部に細

かな枝毛のある剛毛が多数生え，背甲板に前中毛が

1本あった．感覚毛は糸状であった．背甲板の後縁の

形状は封入時に脚が重なっており，確認できなかっ

たが，背甲板前方は左右に広く伸びた形をしていた．

第Ⅲ脚は途中で切れているが，第Ⅰ・Ⅱ脚の節数は7

節であった．第Ⅲ脚基節には1対の剛毛が確認できた．

以上の特徴より，本個体がツツガムシ族に属する

ことが確認できた．しかし，背甲板の形状と第Ⅲ脚

の単条長毛が確認できなかったため，属以下の同定

はできなかった．

ま　と　め

静岡県南アルプスにて捕獲されたトガリネズミ属

30頭のうち8頭より，合計42個体のダニが得られた．

ダニが得られたトガリネズミ属には，性別による

偏りはみられなかった．調べたトガリネズミ属は，

仮剥製や 99％エタノールの液浸，冷凍，捕獲後当

日中など，さまざまな状態のものがあった．液浸や

冷凍，捕獲後当日中であれば，ダニを得ることがで
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きたが，仮剥製からはダニが得られなかった．これ

は，仮剥製となった個体にもともとダニが寄生して

いたとしても，仮剥製作製時の毛皮を剥がす操作に

より，ダニが落下したものと思われる．

今回得られた 42個体のダニは，それぞれの形態的

特徴から 14種いると考えられた．このうち，種まで

同定できたものは 7種であった．残りの 7種は，現時

点で種までの同定が困難であったため，可能な範囲ま

での同定とした．これらについては，今後情報を収集

し，同定できしだい改めて報告するつもりである．

今回，最も多く得られたケモチダニ科Myobiidae

の Protomyobia nipponensis および Amorphacarus 

alpinus は原記載（Ono and Uchikawa，1975）に

おいて長野県と山梨県で記録があったものの，これ

以降の報告がない．そのため，静岡県では今回が初

めての採集記録となった．これについてはすでに，

2014 年度日本ダニ学会盛岡大会にて報告した．な

お，この発表の要旨は，2015 年度刊行の日本ダニ

学会誌に掲載される予定である．
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